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様々な種類の草花が咲き、その咲き出す種類も日

増しに増えています。早春に咲いたフクジュソウな

どはもう種子がだいぶ大きくなってきました。そん

な草花の中で、夕方になると花が閉じて、朝、明る

さを増してくると閉じていた花を開く種類が見られ

ます。花壇等でよく見かけるクロッカスやフクジュソ

ウ、セイヨウタンポポやエゾタンポポ、そして、カタ

クリの花もその一つです。 

 

カタクリの花の状態がどう変化したかを、朝から夕方まで写真を撮って

観察してみました。 

（←左の写真をご覧ください。） 

 

カタクリの花を見ると、夕方遅くには花が閉じて蕾のような状態になりま

す。朝方も同じ状態です。ある方が「いつもカタクリの蕾だけを見て、花

が開いているところを見たことがない」と言っていましたが、それもその

はず・・・庭に植えてあるカタクリの花を朝方見て勤めに行くのですが、帰って来るのは遅

いということで、いつも蕾のような状態のカタクリの花を見ていたのですね。 

 

花が閉じたり開いたりする運動は、花弁の外側と内側の細胞の成長によるものだということ

ですが、私はまだ確認しておりません。明るくなって花が開く時には、花弁の内側の細胞

が成長し、夕方閉じる時には外側の細胞が成長するのでしょうね。そうすると、日が経つに

したがって、花弁も少しずつ大きくなるのでしょうね。そのようなことも、まだ確かめておりま

せんが、花の種類によっては、花が閉じたり開いたりする運動は、明るさに関係のある種

類もあれば、温度の変化による種類もあるということです。調べてみるとおもしろいのでは

ないかと思っております。    

    

    

冬の間に、ビオトープ周囲の土が少し崩れたので、樹木医の佐々木正承さんが修理をし

てくださいました。 

 

昨年植えたアサザやミツガシワ、ヒメカユウ等の水草が成長してきました。その状態を見

ますと、昨年植えた時より、数倍は増えているなと思いました。これから、花が咲き、水面を

飾り、メダカが泳ぐ姿が楽しみです。皆さんも、ぜひ、機会がありましたら、穂波の郷クリニ

ック「元気の森」のビオトープへと足をお運びください。 
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ヒメカユウとミツガシワ 

ビオトープ修理中 アサザ 
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（４月１４日撮影） 


